


















 

 

《 2022年６月30日現在の当社の経営組織およびコーポレートガバナンス 》 
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適時開示体制の概要（模式図） 

 

◎当社の会社情報の適時開示に係る社内体制 

1.  当社は、重要な会社情報を投資者に対して迅速、正確かつ公平な会社情報の開示を適時適

切に行うことを基本とし、社内規程（内部者取引管理規程）において「内部情報管理委員会」

を制定し情報取扱責任者を定めて、情報の管理および適時開示の周知徹底を図っております。 

2.  情報取扱責任者は、当社および子会社を含む重要な決定事実・発生事実に関する情報等を、

各関係者と連携をとり「会社情報適時開示」の要否を内部情報管理委員と検討します。 

3.  当社は、決定事実に関する重要な会社情報については、取締役会等で決議後すみやかに開

示しております。また、発生事実についてはその発生を認識した時点で開示しております。 

4.  情報の開示については、情報取扱責任者の指示に基づき業務部が作成した開示資料を東京

証券取引所の適時開示システム（TDnet）で提出しております。 

 TDnet で情報を開示した資料は、当社のホームページに掲載しております。 

 

◎ 適時開示の流れは次のとおりであります。 
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